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債務上限問題を巡る瀬戸際政策が孕む危険性 

Daleep Singh、チーフ・グローバル・エコノミスト、グローバル・マクロ経済リサーチ責任者 

 

米国の債務上限問題が世界経済に与える影響は大きく、米国財務省の財政資金が枯渇する X デーが近づくにつれ、本件に対する

懸念が高まっています。こうした中、PGIM フィクスト・インカムのチーフ・グローバル・エコノミストである Daleep Singh が米国誌フォーリ

ン・アフェアーズに寄稿した記事をご紹介いたします。本レポートは、2023 年 4 月 27 日にフォーリン・アフェアーズに掲載された記事か

ら抜粋・引用されたものを翻訳したものです。 

 

米国政府がより信頼できる財務基盤を構築すべきであることに何ら疑いの余地はないが、米国国債のデフォルト危機を煽るのは間違っ

た対処の仕方である。 

こうした状況の中、米ドルの優位性が米国に大きな恩恵をもたらしていることを過小評価すべきではない。米ドル高を背景に、全ての米

国の家計、企業、政府機関は、非常に低コストで資金を調達することができる。また、一般家計が支払う日常的なクレジット・カード、

住宅ローン、学生ローンなどの金利は低水準に抑えられていることからも恩恵を受けている。少なくとも現時点においては、足元の米ド

ルの優勢性を背景に、2011 年における米国国債の格下げのような危機的状況が発生したとしても、借入コストの大幅な上昇や通

貨の暴落を招くことなく事態を切る抜けることができるだけの耐久力が米国には備わっている。 

また、米ドルの優位性を踏まえ、米ドルを基軸通貨とした国際金融システムから制裁という形で特定の国を排除することによって、相手

国に経済的なダメージを与えるという外交手段を米国は有している。一方、こうした状況を受けて、米ドルへのエクスポージャーを削減し

ようとする地政学的なインセンティブが高まっており、そのための代替手段も徐々に整備が進んでいる。今回新たに米国の債務上限問

題が浮上したことによって、多くの国が米ドルへの依存度を低下させるための代替手段を検討することが、さらに正当化されることになる。 

多くの専門家は、6 月から 8 月にかけて米国財務省の財政資金が枯渇すると予想している。世界で最も裕福かつ影響力のある米国

のデフォルトリスクが高まる中、資金が枯渇する X デーが近づくにつれて、本件を巡る米国議会の動向に対して世界からの注目が集ま

るだろう。 

 

 

 

 

データの出所：フォーリン・アフェアーズ、2023 年 4 月 27 日号。 

https://www.foreignaffairs.com/united-states/great-powers-dont-default
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本資料に記載の内容は、PGIM フィクスト・インカムがフォーリン・アフェアーズに寄稿した記事である”Great Powers Don’t Default : The 

Dangers of Debt-Ceiling Brinksmanship”の抜粋版を、PGIMジャパン株式会社が翻訳したものです。PGIMフィクスト・インカムは、米国SEC の

登録投資顧問会社であるPGIM インクのパブリック債券運用部門です。 

 

本資料は、プロの投資家を対象としたものです。すべての投資にはリスクが伴い、当初元本を上回る損失が生じる可能性があります。 

 

本資料は、当グループの資産運用ビジネスに関する情報提供を目的としたものであり、特定の金融商品の勧誘又は販売を目的としたものではありませ

ん。また、本案内に記載された内容等については今後変更されることもあります。 

 

本資料に記載されている市場動向等は現時点での見解であり、事前の通知なしに変更されることがあります。また、その結果の確実性を表明するもの

ではなく、将来の市場環境の変動等を保証するものでもありません。 

 

本資料で言及されている個別銘柄は例示のみを目的とするものであり、特定の個別銘柄への投資を推奨するものではありません。 

 

本資料に記載されている市場関連データ及び情報等は信頼できると判断した各種情報源から入手したものですが、その情報の正確性、確実性につい

て当社が保証するものではありません。過去の運用実績は必ずしも将来の運用成果等を保証するものではありません。 
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